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論文内容要旨
 BSPの静注直後より,そのBSPの十二指腸液に出現するまでの時間,その胆汁内における濃
 度を測定するとともに,ペーパークロマトグラフィー法により,胆汁内BSPを抱合型,遊離型に
 分離測定し・抱合型BSPの占める比率を算定し,併せて30分・60分の血中停滞値を測定し・
 これらが各種肝疾患で如何なる意義を有するかを検討した。
 研究対象は東北大学医学部附属病院山形内科に入院し,各種肝機能検査,腹腔鏡検査および,肝
 生検などで診断を確定し得た急性肝炎16例1,慢性肝炎16例,肝硬変26例,脂肪肝7例計65
 例である。なお対照としては各種検査で,肝',胆道系疾患の疑のないもの23例を選んだ。これら
 の各群につき,早朝空腹時k,胃十二指腸二重管を用いて,胃液と十二指腸液を分離して吸引し,
 胆汁の出方がほぼ一定となったところで,BSP(第一化学5%ヘパトサルフアレイン)を体重1
 Kg当り5解の割'含で瀞注し,前述の検討を試み,さらにこれらの所見と,r般肝機能検査成績との
 間の関連性をも検討した。
 すなわち,BSP静注後30分の血中停滞値は,対照群では4.3±1.9%,急性肝炎(回復期)
 では8.6±4.2%,慢性肝炎(非活動型)では10.1±4.9%,脂肪肝でば9.2±2.8%,慢性肝
 炎(活動型)では18.4±2.3%,肝硬変では204±1砿4%で,各種肝疾患群は対照群に比べ
 て,有意の差をもつて高値を示した。肝疾患の各群の比較では,急性肝炎(回復期),理性肝炎
 (非活動型)および脂肪肝の間では有意の差を認めないが,これらの群は,有意の差をもつて,慢
 性肝炎(活動型),肝硬変より低値を示した。また60分の血中停滞値は,対照群では0.8±1.3
 %,急性肝炎(回復期)では3.1士2.4%,慢性肝炎(非活動型)ではλ9±3.2%,脂肪肝では
 3.6士2.9%で,これらの群の間では有意の差を認めないが,慢性肝炎.(活動型)では2.9±
 3.2%,脂肪肝では3.6±2.9%で,これらの群の間では有意の差を認めないが,慢性肝炎(活動
 型)では8・5±3.2%,肝硬変では12.1±9.0%で,前述の4群に比べて・有意の差をもって高
 値を示した。次に,胆汁内BSP出現および経時的にみた濃度(㎎/認)は,対照群では3瓢9±
 19.5分,急性肝炎(回復期)では23.0±8.1分,慢性肝炎(非活動型)でば40.5±17.6分,
 雛肝炎(活動型)では24.7±11.5分,肝硬変では29.8士15.5分脂肪肝では29.9士14.7
 分で,対照群と各種の肝疾患群との間および肝疾患の各群の間には有意の差を認めなかった。また,
 BSP濃度を30分,60分,90分,120分に亘り経時的に測定したが,出現時間と同様に有
 意差を認めなかった。さらに,経時的に胆汁内BSP抱合率をみたところ,30分,60分,90
 分,120分で,対照群ではそれぞれ54・6±6・1%,594士7,0勿,63.3±6.3%,66.3
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 ±7.9%,脂肪肝ではそれぞれ・53.3±7.0%,60.1±6,3%,63.4士6.2%,65.0±5.0
 %,慢性肝炎(非活動型)ではそれぞれ47.1±8.9%,54.8±7.6%,58.4±8.7%,
 59.1±5・9%で,抱合率は経時的に上昇を示したが,3群の間に有意の差を認めなかった。一方,
 急性肝炎・(回復期)ではそれぞれ40,6±6.3%,47.5士6.3%,50、3±7.1%,51.2±
 &9%,慢性肝炎(活動型)ではそれぞれ含4、7±7.8%,43、0±&6%、42.1±1生9%,
 48・8±7.1%,肝硬変ではそれぞれ35.0±9.2%,42・1±9.3%,47.6士5.9%,46.3
 ±8・6%で,これら3群の間には有意の差を認めないが,これらの3群は対照群,脂肪肝に比べて
 有意の差をもって低値を示した。またBSP全量(120分まで)の抱合率については,対照群で
 は61.7±6.5%,脂肪肝では61.4士5。6%,慢性肝炎(非活動型)では5乳4士6.7%で,こ
 れらの3群の間には有意の差を認めなかった。一方,急性肝炎(回復期)では47.9±5.4%,慢
 性肝炎(活動型)では43.8±:8.2%,肝硬変では45.2±6.3%でこれらの3群の間には有意の
 差を認めないが,これらの3群は,前述の3群に比べて有意の差をもつて低値を示した。なお,胆
 汁内BSP抱合率と各種肝疾患における肝機能検査成績との関連については,急性肝炎,慢性肝炎
 では,S-GoT,S直GPTが異常を示した群で,胆汁内BSP抱合率は低下を示す傾向がみられた
 が,肝硬変ではそのような傾向は認められなかった。日常施行されている各種肝機能を組合せて,
 肝機能障害度を設定し,この度合と,胆汁内BSP抱合率との関連を比較したところ,慢性肝炎の
 うち障害度の強い群では抱合率が低下し,有意の差を示したが,肝硬変ではそのようなことは認め
 られなかった。
 すなわち,胃十二指腸二重管を用いて胆汁の採取をおこない,同時に静豚内にBSPを負荷し,
 その胆汁内分泌の実態を検討した結果,出現時間,経時的にみた濃度では対照群,各肝疾患群とも
 に、変動が大きく,診断的価値を認め得なかった。しかし、胆汁内BSP抱合率は,対照群に比べ
 て,急性肝炎,慢性肝炎(活動型)および肝硬変では有意の差をもつて低下を示し,また、これら
 の肝障害群について,抱合率の低下と,各種肝機能成績との関連を検討したところ,疾患によって'
 異なった点がみられ,低下の機構に異なったものが存在するのではないかと推定された。
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 審査結果の要旨
 著者は急性肝炎16例,慢性肝炎16例,肝硬変26例,脂肪肝7例計65例について,BSP
 の静注直後より,そのBSPの十二指腸液に出現するまでの時間,その胆汁内における濃度を測定
 するとともに,ペーパークロマトグラフィー法により,胆汁内BSPを抱合型,遊離型に分離測定
 し,抱合型BSPの占める比率を算定し,併せて30分,60分の血中停滞値を測定し,これらが
 各種肝疾患で如何なる意義を有するかを検討し,次の結論を得ている。
 すなわち,胃十二指腸二重管を用いて胆汁の採取をおこない,同時に静豚内にBSPを負荷し,
 その胆汁内分泌の実態を検討した結果,出現時間,経時的にみた濃度では対照群,各肝疾患群とも
 に,変動が大きく,診断的価値を認めなかったが,胆汁内BSP抱合率は,対照群に比べて,急性
 肝炎,慢性肝炎(活動型)および肝硬変では有意の差をもつて低下を示し,また,これらの肝障害
 群について,抱合率の低下と,各種肝機能成績との関連を検討したところ,疾患によって異なった
 点がみられ,低下の機能に異なったものが存在すると推定している。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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